
季節予報の利活用促進
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H26.12.12 気象情報の産業利用促進WS

気候リスク管理：気候の影響を軽減あるいは利用すること
気候情報：過去の気象観測データの統計や季節予報などのこと

促進したいことは、「気候の影響を受ける分野
における、季節予報などの気候情報を用いた
気候リスク管理」



概要

１．季節予報とその利活用の実態

２．季節予報の利活用促進の取り組み

３．気象庁HP「気候リスク管理」の紹介
４．おわりに
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１．季節予報とその利活用の実態



天気予報（明後日までの短期と週間）とその根拠

平成26年2月7日21時（左）と8日21時
（右）の実況天気図

週間天気予報用の予想天気図（2月2日21時に予測）

2月8日21時

平成26年2月7日
21時に予測した、
明日（8日21時）
の予想天気図

本州南岸を低気
圧が発達しながら
通過する。このた
め、2月8日夜を
中心に、関東地
方では大雪となる
恐れがある。

2月7～8日にかけて本州南岸を低気圧が発達しながら通
過する。関東地方でもまとまった雪が降る可能性がある。

天気予報は、日々の天気を支配する移
動性高・低気圧の予測に主に基づく予報。
予報しやすいし、使いやすい。 4



数日以上の時間スケールの変動

東京の日平均気温（2013年）
℃

○冬は寒くて、夏は暑い（季
節変化）

○気温は日々変動する

○平年に比べて、気温が高
い時期、低い時期がある
（平年から隔たった「天候」）
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種類 発表日時 概 要

異常天候早
期警戒情報

原則月・木曜日
14時30分

５日後から14日後までの間の７日間平
均気温が「かなり高い」または「かな
り低い」となる天候の可能性等

１か月予報 毎週木曜日
14時30分

向こう１か月間の平均気温、降水量、
日照時間、降雪量等

３か月予報 毎月25日頃
14時

３か月平均気温、降水量、降雪量等

暖候期予報 ２月25日頃
14時

夏（6～8月）の平均気温、降水量等

寒候期予報 ９月25日頃
14時

冬（12～２月）の平均気温、降水量、
降雪量等

気象庁の季節予報

予測精度は？ そもそも何を頼りにどうやって予報するのか？ 6



温暖化

時 日 週 月 季節 年

時間スケール
分

km
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エルニーニョ
現象

移動性の
高・低気圧

熱帯季節内変動
テレコネクション
準定常ロスビー波
ブロッキング高気圧

メソスケール
低気圧

積乱雲

アジアモン
スーンの変動

竜巻

十年規模変動

百年

季 節 予 報

海洋の影響を強
く受けた変動
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週
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天
気

空
間
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｜
ル

予
報

季節予報が対象とする現象とその時空間スケール

相互に影響

季節予報は、これらの現象の予測に基
づいた予報。これらの現象を予測するた
めに・・・

（昔）経験（統計モデル）

⇒ （今）物理法則（数値予報モデル）
7木本(2009)を改変



数値予報モデル
（流体力学の方程式の群）大気の現在の状態

予報支援資料

陸面の現在の状態

予報官による予報作成と発表

西日本の気温の３か
月予測例

季節予報の作成

海洋の現在の状態
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数値予報モデルによる
過去事例の予報実験
（ハインドキャスト）

初
期
値

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

予
測

初期値・検証データ

検証結果
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＊1か月予報では、大気のみを精緻
にした数値予報モデルを用いてい
る。 8



予測例：2013年10月半ばの日本の異常高温
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東京の日平均気温（2013年）

9月26日からの、10月7日～10月13日の7日平均場の予測（2013年）

予測（アンサンブル平均）実況

地
上
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平年偏差（℃） 平年偏差（℃）
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空
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平年偏差（m/s） 平年偏差（m/s）

9月26日からの7日平均気温予測（上
空1500m付近、東日本、平年偏差）。
赤線は実況、青・緑・黒線が予測

℃

℃

9月27日に、10月5日
からの1週間を対象
に、高温の異常天候
早期警戒情報を発表

アジアジェット気流の北上に伴う、帯状の高温をよく予測
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2013年に発表した1か月予報と実況
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関東・甲信地方の1か月予報
（2013年1月4日～12月28日発表分）

・予報要素：1か月平均気温

実況の色分け

予報の色分け
3階級のうち予報された確率が最も大き
な階級に実況の階級と同じ色をつけた

1月
発表

7月
発表

10月
発表

予報期間
の初日

予報確率（％）
低い 平年並 高い

実況
平年偏差（℃）

高い
平年並
低い

4月
発表

傾向は予測できている



【アンケート結果概要】

○88%の企業等が気候の影響を受けている
‐ 農業・水産、エネルギー、レジャー関連の割合が高い

○62%の企業等が気候の影響を軽減・利用するための対策を講じている
○40%の企業等が業務に季節予報を利用している

→ ・ただし、参考利用に留まっている企業等が多数
○40％の企業等が業務に季節予報は不必要としている

→ ・現在の季節予報は気候リスク管理に不十分
・季節予報の利用可能性が十分に知られていない

季節予報の利活用状況

平成22年度気象庁調査（気候情報の利活用に関するアンケート）

調査手法 ：郵送調査 発送数 1075通 回収数 302通
農業・水産業／エネルギー／製造業／メディア／金融・保険／商社・販売／
運輸・旅行／レジャー等の分野の企業・機関に調査を実施

現在の季節予報は、その潜在的な価値のわりに活用されていない

数週間から数ヶ月後の季節の天候に関する情報（季節予報）を対象に調査を実施
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２．季節予報の利活用促進の取り組み
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○数値予報モデルの改良などの予
測技術の改善による予測精度の
向上

○利用者の意思決定に使いやすい
季節予報などの提供（利便性の
向上）

○利用分野の専門家と連携した、
季節予報活用の成功事例（まず
は2週間～1か月の気温の予報
から）の創出と、その事例を利用
した普及



利用分野の専門家と連携した成功事例の創出

• 「日本アパレル・ファッション産業協会」の協力のもと、 H24年度は
会員各社（5社）に提供いただいた数年分の販売データと気象庁
の気象観測データを用いて、アパレル業界に与える気候の影響に

ついて、気象庁とアパレル側とで共同して「対話」しつつ分析

• H25年度は7社の協力を得て「気候リスクへの対応」も
13

気候の影響を受けやすい分野の専門家と連携して、季節予報を使った
「気候リスク管理」の成功事例を作る。

農業研究機関との共
同研究、水稲の冷害・
高温障害対策など

電事連の要請を受け、2週目の
電力需給予測のための気温予測

消防庁などとの協力に
よる、熱中症対策を呼
びかける情報の改善

＜参考＞東京電力HPより

宮城県水産研究センターとの
協力による、ワカメ養殖向け
水温予測



「気候リスク管理」の三つの過程
• 気候リスクに対応して、気候の影響を軽減あるいは利
用することを「気候リスク管理」と呼ぶ。

• 「気候リスク管理」の三つの過程（認識、評価、対応）

28℃

猛暑等による
熱中症患者の増加

熱中症発生の可能性が
高まった場合にお知らせ

熱中症患者が増える
気温の値を把握

28℃

気温

搬
送
者
数

熱中症に
注意！

2週間先の
28℃以上の
確率：66%

気候リスクを
認識する

気候リスクを
評価する

気候リスクへ
対応する

気候リスクの軽減

水やテントの
増設等対応
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気候リスク 管理

（（独）農研機構東北農業研究センター提供）

例：米の栽培における気候リスク管理

農業分野 県の農業行政機関などの専門家により、気候の影響評価が既に
行われ、影響を軽減する対策もあるケースが多い

専門家と協力して、季節予報を用いることで
「対策」を改善できないか 15



中央農研 ：メッシュ農業気象データ作成と主要作物の生育予測
東北農研 ：２週目気温予測メッシュ作成・提供とアマテラスの構築
北海道農研 ：野良イモ防除のための土壌凍結深予測
近畿中国四国農研：小麦赤かび病防除と小麦開花日予測
九州沖縄農研 ：水稲の高温障害予測

★過去だけでなく、気象
予報データの活用。利用
講習会実施。

作物モデル：水稲出穂期
予測等

メッシュ農業気象データ

１か月予測ガイダンス
取り込み方法検討・検
証。

２週目予測情報提供

★精度に関する情報の
作成やアンケートの実施
利用講習会実施。

土壌凍結深予測

★気温局地性による予
測誤差評価、NHMを用
いた検討。

２週目気温ガイダンス
を効果的に取り入れる
ための検討。

小麦赤かび病予測

★2週目までの予測情報
利用で開花日予測が改
善。システムWeb公開。

予測精度の向上。追加
防除のためのガイダン
ス利用検討。

水稲高温障害予測

★１か月予測を利用した
シミュレーションにより予
測利用の有効性示す。

予測が外れた場合の
影響評価。現地試験に
よる検証。

（成果）

（課題） アマテラス構築に関する
諸課題検討

農業分野：農研機構との共同研究（Ｈ23-27年度）
気候予測情報を活用した農業技術情報の高度化に関する研究

16＊アマテラスは研究ベース



農業分野：山形県農業総合研究センターの取り組み

「気象確率予測資料を用いた水稲刈取適期の予測」
（横山 克至、東北の農業気象 58巻 Mar. 2014） http://kishosib.ac.affrc.go.jp/kaishi58-read.pdf

山形農研の取組概要
・気象庁から過去の気温予測データを提供
・山形農研が独自に調査し、有効性を実証
・農業技術情報への利用を検討
※気象庁HPで公開している気温予測データで対応可能

出穂後の積算気温に基づく刈取適期予測は、平年値を用いて多
くの農業機関が実施
・刈り遅れによる品質低下防止
・乾燥調整施設稼働準備、人員確保
・落水時期調整（水田が乾かないと収穫機械が入れない）

17

http://kishosib.ac.affrc.go.jp/kaishi58-read.pdf


結 果
１週目 ２週目 ３週目 ４週目 その後

平年値

予測値 平年値

予測値

平年値

赤色は２週間先まで気温予測
値を、クリーム色は４週間先
まで気温予測値を使用し、と
もにその後は平年値を使用し
て刈り始め日を推定。青斜線
は平年値のみを使用して刈り
取り適期を推定。

山形県農業総合研究センター横山氏「水稲刈取り適期予測」調査資料（気象庁一部改変）
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2Wｶ゙ｲﾀﾞﾝｽﾃﾞｰﾀによる予測

4Wｶ゙ｲﾀﾞﾝｽﾃﾞｰﾀによる予測

平年値による予測

気温平年値と気温予測データを用いた水稲刈り始めの推定日と実際の
刈り始めの日（推定日）の差

0付近がもっとも良く、グラフの左（右）ほど、予測日が早すぎ（遅すぎ）ということを表している。予測実施日
は毎年8月11日で、刈り取り適期は概ね９月中旬以降。予測データは各週とも週平均値を使用している。
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実際の農業気象情報で活用（今年から）
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http://agrin.jp/ufile/7/37/22041/image1_file0114080217221132079.pdf山形県置賜総合支庁西置賜農業技術普及課発表

http://agrin.jp/ufile/7/37/22041/image1_file0114080217221132079.pdf


小売・流通分野：まずは季節予報の作成者と
（潜在的）利用者とのギャップを埋める
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季節予報の作成者：気候の影響と対策を知らない
（潜在的）利用者 ：気候の影響が大きいことは認識してい
る、

季節予報そのもの＆性質を知らない

作成者
利用者 H23～H24年度前半に複数の業界団体にヒアリング

○アパレル・ファッション産業では、

・気候の影響が大きいことは認識されている。

・意外と「気候の影響評価」が行われていない。

・影響評価結果と1か月予報などを用いて「気候リスク管
理」が出来る可能性がある。

H24.10.2 日本アパレル・ファッション産業協会(JAFIC)と
の共同調査開始

H25年度は、委託調査（LBW)として実施
アパレルセミナー(気象庁、H25.6)



（目的と内容）

• 気候の影響評価に基づく気候リスク管理の有効性を示す実例
（成功事例）を示すために実施。

• JAFICの協力のもと、協会会員各社に提供いただいた過去数年
分の販売データと気象庁の気象観測データ（主に気温）および２
週間先までの気温予測を用いて、気候の影響分析と対策につ
いて調査。

• 本調査で用いた販売データは、気候以外の要因をできるだけ排
除するために、セール品などを含まないプロパーデータ（正価で
の販売商品に関するデータ）を用いた。

日本アパレル・ファッション産業協会(JAFIC)との共同調査

21



H24年度の調査の経過
• H24.4.13  気象情報利活用状況ヒアリング
• H24.5.18  意見交換会
• H24.6.26  意見交換会（協会から気象庁への要望）
• H24.7.4    意見交換会（気象庁から協会への回答）
• H24.8.1    気象情報についてのセミナー
• H24.9.7    調査の実施に関する打ち合わせ（会員各社への協力の呼

びかけ）
• H24.10.2  調査打ち合わせ(1)
• H24.11.15 調査打ち合わせ(2)
• H24.12.11 調査打ち合わせ(3)
• H25.1.23       調査打ち合わせ(4)
• H25.2.19       調査打ち合わせ(5)
• H25.4.22       調査打ち合わせ(6)
• H25.5.1         調査報告書の気象庁ＨＰでの公開
• H25.6.26       アパレルセミナーの実施

22



委託調査

気象庁

（株）ライフ・ビジネス・
ウェザー

（一社）日本アパレル・
ファッション産業協会

協会加盟社
協力企業

※気象庁は、LBWのマーケティ
ング調査・分析のノウハウを生
かし、気候の影響を軽減・利用
するための調査を行う。
※LBWは、気象庁の指導のも
と、分析ととりまとめを行う。

○分析結
果の提示

○分析結
果へのコメ
ント・対策
の検討

ＷＧでの
検討

※想定される対策等について検討
※ビジネスからの視点での予測の
評価に関するコメント
※事例集や報告書作成への協力

H25年度の調査体制（気象データ活用ＷＧ）
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協力企業：7社
生産および百貨店
等での販売を行っ
ている企業



・15℃を超えるあたりで販売数の上昇がみられ、気温上昇とサンダル販売数の増加に相関が実感で
きる。２週間前の気温予報を把握することで店舗への最適な商品供給が可能となる。

・サンダルが売れる気温になる前に商品を過不足なく手配し、品切れなく喜んで頂ける。結果として業

績向上にもつなげられる。
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濃い細線：日平均気温(東京）
薄い太線：販売数（サンダル）
※データは７日移動平均している。

サンダルの販売数と気温

アパレル各社のコメント



インナー主要５アイテムの販売数量構成比と気温
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顕著な高温で秋冬用肌着
トップ・ボトムのシェア
が一時的に停滞。気温の
低下とともに拡大。

気温の低下に対応
して秋冬用肌着
トップ・ボトムの
シェアが拡大。

インナー主要５アイテムの販売数量構成比と平均気温の関係（7日間移動平均値）
販売数：首都圏の店舗 気温：東京

肌着トップ

肌着ボトム

この関係は大きな
発見。今後、気温の
影響を考慮した売り
場の検討に非常に
参考になる。

アパレル各社のコメント



販売数が大きく伸びる気温
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※上（下）向き矢印は気温が上昇（下降）基調の時に販売数が伸びることを示す
（※１）秋冬用肌着は、20℃（秋物）および15℃（冬物）の２回伸びが見られる
（※２）レディースコートは、社によって伸びる気温に若干の違いが見られる

アパレルアイテム 販売数が大きく伸びる平均気温

サンダル 15℃↑
レディースニット 27℃↓
ブルゾン 25℃↓
ロングブーツ 20℃↓
秋冬用肌着トップ 20℃↓、15℃↓（※１）
レディースコート 18～19℃↓（※２）
ニット帽 15℃↓



• 初秋期の残暑など平年値から大幅に乖離した気温傾向の際、
本来展開すべきアイテム以外でどのような別アイテムを代替
展開すべきかの参考になる。

• 婦人雑貨の売場では、防寒目的だけでなく、ファッションとして
ニット帽を被る方も多くいらっしゃり、まだ暑い時からお買い上
げされる先取り需要もあるので、全てが気温の関係という事で
はないが、防寒的要素の販売（需要）に関しては、気温との関
係が、店舗での展開に大いに役立つ。

• アイテム間の売上構成比が、気温の変化に明瞭に対応して変
化することは大きな発見。こうした気温との関連性が見出せた
ことは、今後、気温の影響を考慮した売場を検討する上で非
常に参考となる。

アパレル側のコメントなど
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調査結果の普及
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アパレルセミナー(気象庁、H25.6)

ファッション・ビジネス・ソリューション出展
(東京ビッグサイト、H26.1)

調査報告書(H26.4、気象庁ＨＰで公開)

アパレルセミナー(気象庁、H26.6)

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/H25_apa_chousa.html

← 日経エコロジー
平成26年11月号

今年度は、日本チェーンド
ラッグストアー協会の協力
を得た調査を実施中

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/H25_apa_chousa.html


３．気象庁HP「気候リスク管理」の紹介
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～気象情報を利用して気候の影響を軽減してみませんか？～

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/

「気候リスク管理」解説ページの開設（H25)
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＜コンテンツ＞

○気候リスク管理の基本概念と実
施手順の解説

○農研機構やアパレルファッショ
ン産業協会などと実施した気
候リスク管理の実例紹介

○気候リスク管理実践に必要な気
象観測データや予測データ

＜充実＞

○農研機構との共同研究報告書掲載
（2014.4.1）
○アパレル調査報告書掲載
（2014.4.30）

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/


○気象データを統計処理して、ダウンロードできるツールを整備
○CSV形式で取得でき、自ら持つデータと比較が容易に

過去の気象データ・ダウンロードトップページ

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/

観測データダウンロードサイトの開設と改善
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○過去５年、10年平均との差
などの統計処理が可能

○日、旬、月別値などのほ
か、７日間平均値など任意の
期間の値を取得可能

○一度選んだ地点や要素など
記憶しておくことが可能

＜改善＞

○特定期間の複数年表示・取得
機能追加 （2014.2.27）
○時別値の表示・取得機能追加
（2014.9.17）

平成25年
5月公開

気候の影響を実感する

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/


1か月予報予測資料の提供
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（追加）
○アンサンブル平均値
○昨年の値
○過去10年平均値

従来の早警予測資料に加えて、１か月予報予測
資料を追加（当面28日平均気温のみ）

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/index.html
手軽に予測資料を入手

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/index.html


過去気温予測資料（ハインドキャスト）の提供（計画）
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○過去の気温予測データ（ガイダンス）を取得できる
（現在の技術で過去の気温を予測したもの）

○CSV形式で取得でき、自ら持つデータと比較し、ガイダンスの
利用価値を確認・実感できる

平成26年内
の公開予定

予測精度を実感する



４.おわりに
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• 季節予報は、１週間を超えるような長い時間ス
ケールを持つ「気候システムの変動」に基づく予
報である

• 潜在的な利用価値のわりに利用されていない
• まずは、気候の影響を受けやすい分野の専門
家と連携して、季節予報を用いた気候リスク管
理の成功事例を作る

• 成功事例を使って、該当分野＆他の分野での利
用促進を図る

• 季節予報を用いた気候リスク管理の促進は、産
業の興隆に必ず資する



利用分野の専門家
○気候の影響評価
○季節予報を用いた気候
リスク管理計画の策定

○気候リスク管理の指示

気象庁
○数値予報モデルの改良などによる予測精度の向上

○季節予報、解説資料、予測資料（ＧＰＶ、ガイダンス、
予測天気図）、検証用資料の提供

○利用分野の専門家と連携した、季節予報活用の成功
事例の創出と、その事例を利用した普及

○季節予報の利用に関わる知見の共有、技術移転

35季節予報を用いた気候リスク管理

民間気象事業者
○個別利用者の意思決定に使いや
すい季節予報の開発と提供
○個別利用者へのコンサルティング

○ワークショップ

・対話により相互理解
を深める

○セミナー

・季節予報や異常気象
に関する知識の共有

・予測資料の加工技術
の移転

○委託調査？
○共同調査？
○予測データの共有？

気象庁/民間気象事業者/利用分野の専門家の連携による
利活用促進の仕組みを作りたい


